
























































































































































































































































































































































































































The Dunhuang Manuscript Fomujing and the 
“Shaka Rising from the Gold Coffin” Scroll: 
Focusing on an Introduction of Related Materials
KAWASAKI Michiko
 First, this essay introduces the hand-copiedDunhuangmanuscript
Fomujing 佛母經, describing the design and the transcription details
(differencesbetweenscrolledandbook-boundversions;whetherthefrontand
rearsectionsareboth included).Secondly, itcarriesoutacomparisonof the
writtencontents intheFomujingandthesecond fascicleof thetwo-fascicle













































































































































仏教史の研究』（1957第 1 刷・1967第 2 刷、法蔵館）頁271～334・『中国仏
教思想史の研究～中国民衆の仏教受容～』（1979・平楽寺書店）頁 3 ～
17・頁86～92などをご参照ください。
　 5 ）「これらの経典がなぜ摩耶夫人の観点から書かれたのか」、あるいは、
「『摩訶摩耶経』や『仏母経』成立の背景に女性信徒たちの問題が深く関連
していたのではないか」という問題提起については、天上界のことや母親
‒ 51 ‒
の役割、女性信徒などを取り上げる以前の問題として、「儒教的仏教」や「道
教的仏教」という考え方によって仏教を受容し、民衆化させていった歴史
的経緯を見なくてはいけないと考えます。これについては、 4 ）で提示い
たしました、道端先生の両著をご参照下さい。
　 6 ）金先生は、発表者が「中国側には『摩訶摩耶経』写本が少なく『仏
母経』写本が多いが、日本の場合は反対に『仏母経』が少なく『摩訶摩耶
経』が多い」とし、その理由として、「『摩訶摩耶経』に比べて『仏母経』が、
より具体性を帯びているからであり、孝を最高徳目とする中国の敦煌地域
で生前の孝倫理だけでなく、死後の孝も重視していたため」と指摘してい
ると述べた上で、いくつかの質問を提示されておられますが、ここの「中
国側には」は「敦煌写本には」の、「日本の場合は」は「正倉院文書の目
録には」の誤りです。更にその理由についても、発表者はそのようなこと
を述べたつもりはございません。あるいは翻訳に問題があるのでしょうか。
　以上、簡単ではございますが、金先生のご質問に回答させて頂きました。
充分ではございませんが、諸般の事情からご容赦頂きたいと存じます。最
後に、コメンテーターの金志玹先生、ならびに、このような貴重な機会を
与えて頂いた金剛大学校の関係者の方々に、心からの感謝の意を表して私
の回答を終わりたいと思います。
